
危機管理、ロハティンの場合

　
大
人
数
が
関
わ
る
意
思
決
定
で

は
代
表
を
選
び
議
論
を
委
ね
る
の

が
古
く
か
ら
の
知
恵
だ
。
そ
れ
は

生
徒
会
で
も
立
法
府
で
も
変
わ
ら

な
い
。
複
雑
な
問
題
で
は
専
門
家

が
補
佐
に
入
る
。
も
っ
と
も
、
専

門
的
に
な
り
過
ぎ
る
と
知
識
や
役

得
の
囲
い
込
み
が
生
じ
、
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
の
よ
う
な
反
動
が
起
き

る
。
昨
今
、
専
門
家
に
支
え
ら
れ

た
代
表
制
は
や
や
旗
色
が
悪
い
。

　
筆
者
が
仕
事
で
関
わ
る
企
業
年

金
の
世
界
で
は
、
何
に
ど
う
投
資

す
る
か
を
方
針
書
に
定
め
る
が
、

そ
の
内
容
は
通
常
、
労
使
が
絡
む

代
議
員
会
や
理
事
会
で
承
認
す

る
。
数
理
計
算
や
投
資
分
析
と
い

っ
た
専
門
領
域
は
金
融
機
関
や
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
助
言
す
る
か

ら
、
典
型
的
な
「
補
佐
付
き
代
表

制
」
だ
。
現
場
の
人
々
は
時
に
形

式
的
だ
と
自
嘲
す
る
が
、
総
じ
て

昔
な
が
ら
の
代
表
制
が
機
能
し
て

お
り
、
郷
愁
す
ら
覚
え
る
。

　
真
価
が
問
わ
れ
る
の
は
危
機
の

時
だ
。
「
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ロ
ハ

テ
ィ
ン
自
伝
」
で
は
１
９
７
０
年

代
、
財
政
破
綻
寸
前
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
を
救
う
べ
く
奔
走
す
る
投

資
銀
行
家
ロ
ハ
テ
ィ
ン
の
姿
が
描

か
れ
る
。
以
前
に
証
券
業
界
の
連

鎖
破
綻
を
食
い
止
め
た
手
腕
が
買

わ
れ
た
。

　
財
政
悪
化
の
原
因
は
不
況
や
金

利
高
だ
け
で
は
な
い
。
市
職
員
数

が
膨
ら
み
組
合
が
票
田
に
な
る

と
、
市
長
の
財
布
の
ひ
も
は
お
の

ず
と
緩
む
。
各
党
派
が
役
職
を
競

い
合
う
う
ち
に
再
建
策
は
先
送
り

さ
れ
、や
が
て
銀
行
が
手
を
引
く
。

関
係
者
に
等
し
く
苦
い
薬
を
飲
ま

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ロ
ハ
テ
ィ

ン
は
、
ま
ず
超
党
派
の
独
立
機
関

を
設
け
人
で
は
な
く
制
度
に
信
認

を
宿
ら
せ
る
。
綱
渡
り
の
資
金
繰

り
を
し
の
ぐ
た
め
に
公
債
を
発
行

し
、
反
目
す
る
職
員
組
合
の
年
金

基
金
に
も
投
資
を
頼
み
こ
む
。

　
対
立
し
た
状
態
は
不
測
の
事
態

に
弱
い
。
主
人
公
は
党
派
を
超
え

て
食
事
を
共
に
し
、
対
話
の
回
路

を
つ
な
ぎ
、
最
後
の
瞬
間
に
代
表

同
士
で
妥
結
す
る
。
こ
の
人
間
臭

さ
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が

覆
う
現
代
で
は
お
と
ぎ
話
だ
が
、

危
機
管
理
の
モ
デ
ル
と
し
て
は
今

な
お
有
効
だ
ろ
う
。
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